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３次元形状計測からの帽子のパターン展開
実践女大家政　○竹下明季　平山順之

《目的》　近年、アパレル業界の既製服部門ではCADシステムが不可欠である。本研究

は、非接触式３次元形状計測装置OGIS Range Finder RFX･IV （株式会社オージス総研）を

使用して、帽子のプレスの型として用いられる金型の形状計測を行い、物体表面上の多数

の位置データをCADデータとして組織化し、帽子のパターン展開へ応用するプログラム

　（言語Microsoft-FORTRAN Ver.4.1）を作成することを目的としている。

　《計測方法》　本研究で使用した計測システムは、三角測量の原理に基づいたステレオ計

測法の１種である。物体の周囲３方向から、プロジェクタにより測定空間をコード化する

ための２進パターン光を投影してカメラ撮影を行い、カメラ視線角度とパターン光投影角

度から計測物の３次元座標値を算出する。同時に、計測物表面の輝度も得られる。

　《パターン展開を目的とした３次元形状処理プログラム》　帽子のパターンはレングと呼

ばれるパーツから構成される。本プログラムは、帽子金型の濃淡画像をディスプレイに表

示し、マウスを用いてレングの分割線を描き、分割線によって区分された領域を１枚のレ

ングとしてパターン展開するものである。曲面を多数の小さな平面（捻れ四角形）の集合

と考えることで、３次元形伏を平面に展開することができる。捻れ四角形の頂点は曲面上

に存在し、これは計測データをサンプリングし整理することによって得られる。続いて、

捻れ四角形を各レングごとに平面に展開し、縫製した際に帽子型にフィットするよう修正

を加えて最終的なパターンとする。　このシステムにより、計測対象を見たままの画像上で、

直感的にデザイン設計を行うことが可能となる。

2Ka－2 身頃肩部の補正量の検討と実寸原型のシリアルプリンタ出力

　　　三島学園女短大　Ｏ田頭睦美、和洋女大文家政　高橋和雄

　rr fA　これまで被服製作の指導方法の改善および使用機材のコンピュ―タ化に関して、タイ

トスカートの製作を通して検討を行ってきた。1)仮縫い･補正を避けること、ii)体型･サイ

ズのデータベース化を中心としてきたが、今回は上衣の肩部について行った。

　方法肩峰部分にしわが生じる場合の補正方法として；①原型の肩先から3～3.5cni下がった

袖ぐり曲線上からSNPに向かって切り込みを入れ、過不足分を開いたり重ねたりする方法、②

肩線の前または後身頃の部分で余った側を切り取り、不足側に貼る方法などが知られている。

しかしながら、これらの方法の欠点として、仮縫い・試着後の補正、切り込みから離れた部分

での型紙の一部浮上、基準線の移動、縫い代の過不足、袖ぐりや袖山曲線の引き直しなどがあ

げられる。このような問題点の解決方法の一部はすでに知られているが、定量的な補正は示さ
れていない2'。

　これらを型紙作成の前までに解消するため、肩部の前または後方への突出量から肩線の移動

量を推定した。さらに、左右のSNPを通る直線を基準線とし、頭上からみて肩線が前方に何度

回転しているかを測定し、補正量を定量的に設定することを試みた。

　結果従来までの型紙作成→布地裁断→仮縫い→試着→補正→

本縫いまでのプロセスか逓減され、指導が容易となり、製作時間

が短縮された。また、前回までと同様に問題点と解決方法のデー

タベース化とコンピュータグラフィック化を試みた。
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